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ＰＴジャーナル・第 51 巻第 5号・2017 年 5 月468

　第 51 巻第 5 号をお届けします．
　安全は，マズローの欲求段階説を紹介するまでもなく，理学療法や医療のみならず，すべて
の人が日常生活を送るうえで共通した優先課題です．日本医師会では，綱領で安全・安心な医
療供給体制を謳っています．
　最近，食，土壌，地域社会に纏わる安全・安心が社会の大きな話題になっています．このな
かで，安全とは科学的な根拠に基づく知見であり，安心とは対象者が感じる主観であるといっ
た意見や，安心＝安全×信頼であるなどの発言が紹介されています．社会心理学者の山岸俊男
氏は，『安心社会から信頼社会へ』（中央公論新社）で安心と信頼の本質的な違いを科学的に考証
されています．
　歩行における安全性は，“転倒しないで歩く能力”と捉えられますが，理学療法では，単に安
全なだけではなく，安寧や安楽さを追求し，実用的であることを目標としています．2 足移動と
いう物理的な安定性に加えて，人として不安や気兼ねのない目的を達成する手段としての能力
が重要になります．このためには，生物‒心理‒社会的な要因を包括した接近が不可欠となり，
心理的な要因が運動制御に大きな影響を与えていることも軽視することはできません．
　本特集では，旭川医科大学の高草木薫先生から安全な歩行にかかわる神経生理機構をご解説
いただきました．先生は脳機能医工学研究センター長として医工連携を推進されています．名
古屋大学大学院の秋山靖博，山田陽滋先生には工学からみた歩行の安全性をご解説いただき，
首都大学東京大学院の樋口貴広先生には歩行の安全性にかかわる心理機構と題して認知心理学
的な点から理学療法の可能性を一層広げていただきました．これらは，理学療法のあるべき姿
と学問的基盤を如実に反映しているように感じています．今後，information and communica-
tion technology（ICT）や artificial intelligence（AI）技術との融合を積極的に活用することで，人
が人を支えることの本質を理学療法の文脈で鮮明にする必要があります．
　好評のため常設欄となった臨床実習サブノートは“歩行のみかた”です．今月は新たに編集
委員に加わられた山田英司先生による変形性膝関節症です．経験者が何をみているのかを端的
に表現することは容易でありませんが，動画では伝わらない思いがすっと伝わる魅力も大きい
ものです．技術と技能，教授と享受，それぞれの思いをはせて隅々までじっくりとお読みくだ
さい．
 （内山　靖）
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